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現
役
世
代
の
保
険
料
負
担

軽
減
等
を
理
由
に
、
日
本
維

新
の
会
や
日
本
総
研
の
研
究

員
が
提
案
す
る
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
医
薬
品
の
保
険
適
用
除
外

に
よ
る
医
療
費
１
兆
円
削

減
」
は
、
患
者
を
守
る
開
業

医
医
療
の
危
機
で
あ
り
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
を
揺

る
が
す
問
題
で
も
あ
る
。

　

国
民
医
療
費
全
体
（
２
０

２
１
年
度
は
４５
兆
円
）
の
う

ち
、
８５
％
の
患
者
が
利
用
す

る
軽
度
疾
患
へ
の
医
療
費
は

約
２２
％
（
約
９
・
９
兆
円
）

に
過
ぎ
な
い
。
削
減
額
の
１

兆
円
は
、
日
常
診
療
に
お
け

る
医
薬
品
費
の
約
１０
％
に
相

当
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

患
者
は
日
常
的
に
高
頻
度
で

遭
遇
す
る
疾
患
で
有
病
率
の

高
い
疾
患
、
つ
ま
り
コ
モ
ン

デ
ィ
ジ
ー
ズ
で
あ
る
。
標
的

に
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
は
、

解
熱
鎮
痛
剤
・
消
化
器
官
用

薬
・
外
皮
用
剤
・
眼
科
用
剤
・

漢
方
・
痔
疾
用
剤
―
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
診
療
科
に
影
響
を

及
ぼ
す
。

　

医
療
費
抑
制
論
の
中
で
、

軽
医
療
の
保
険
外
し
と
い
う

論
が
根
強
く
あ
る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
医
薬
品
の
保
険
外
し
も

同
一
線
上
の
主
張
で
あ
り
、

削
減
額
の
１
兆
円
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
の
薬
効
大
分
類
の
範
囲

の
医
薬
品
の
合
計
金
額
で
あ

る
。
保
険
料
は
下
が
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
患
者
は
自
由

価
格
で
値
上
が
り
し
た
一
般

市
場
で
の
医
薬
品
を
自
費
購

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
険
外
し
と
な
れ
ば
、
価
格

が
数
倍
に
跳
ね
上
が
り
、
結

果
的
に
患
者
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
問
題
は
経
済
面
だ
け

で
な
く
、
患
者
の
健
康
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
を
孕

む
。

　

当
然
の
こ
と
だ
が
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
医
薬
品
は
本
家
本
元

の
「
医
療
用
医
薬
品
」
で
あ

り
、
医
師
の
医
学
的
な
判
断

の
も
と
処
方
さ
れ
る
。
他
方
、

医
療
用
医
薬
品
か
ら
転
用
さ

れ
た
市
販
薬
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
は
、
成
分
や
薬
効
等
が

ほ
ぼ
同
等
で
、
当
座
の
間
は

薬
剤
師
の
対
面
販
売
や
情
報

提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
不
要
と
さ
れ

る
取
り
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
購
入
が
可
能
と
な

っ
た
昨
今
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自
己
判
断
治

療
）
推
進
の
考
え
方
に
は
危

険
が
伴
う
。
事
実
、
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
ガ
ス
タ
ー
の
自

己
判
断
に
よ
る
長
期
服
用

が
、
ス
キ
ル
ス
胃
が
ん
を
隠

す
と
し
て
社
会
問
題
化
し
た

過
去
も
あ
り
、
軽
視
す
べ
き

で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医

薬
品
の
保
険
外
し
推
進
側

は
、
こ
う
し
た
医
療
や
医
薬

品
へ
の
理
解
、
無
診
察
の
リ

ス
ク
の
視
点
が
乏
し
い
。
現

役
世
代
の
ウ
ケ
を
狙
い
、
保

険
料
負
担
の
軽
減
を
謳
い
な

が
ら
も
、
そ
の
実
は
更
な
る

負
担
増
で
患
者
を
保
険
診
療

か
ら
遠
ざ
け
、
セ
ル
フ
メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
要
す
る

〝
医
療
費
削
減
策
〟
に
他
な

ら
な
い
。
患
者
の
健
康
悪
化
、

開
業
医
の
経
営
悪
化
な
ど
、

第
一
線
の
地
域
医
療
と
皆
保

険
を
崩
壊
さ
せ
る
危
険
さ
え

あ
る
。

　

す
で
に
医
師
会
な
ど
複
数

の
医
療
団
体
か
ら
も
強
い
反

対
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、

与
党
か
ら
も
慎
重
論
が
上
が

っ
て
い
る
。
医
療
界
を
挙
げ

て
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
の

保
険
外
し
導
入
を
阻
止
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
の
保
険
外
し
は

第
一
線
医
療
〝
崩
壊
〟
の
危
機

第
３１
期
第
３２
回
理
事
会
　
４
月
１０
日
（
木
）

〈
役
員
３０
名
、出
席
２４
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
９
名
）〉

さ
れ
、
そ
の
他
の
「
ゼ
ロ
の

会
」
関
係
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
、
兵
庫
協
会
と

の
紙
面
座
談
会
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
そ
の
他
、
様
々
な

政
党
の
国
会
議
員
に
よ
る
時

局
講
演
会
開
催
の
案
内
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の

「
保
険
証
残
せ
運
動
」
に
お

け
る
新
署
名
普
及
に
つ
い
て

【
議
長
報
告
】

　

ま
ず
、「
３
月
度
活
動
の

ま
と
め
と
当
面
の
課
題
」
で

は
、
物
価
高
騰
対
策
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
医
薬
品
の
保
険
外
し

な
ど
に
関
す
る
話
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

　

「
当
面
の
医
療
運
動
」
で

は
、新
た
に
大
阪
協
会
の「
ゼ

ロ
の
会
」
団
体
賛
同
が
報
告

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
議
題
で
は
、
２

０
２
４
年
度
活
動
報
告
案
及

び
２５
年
度
活
動
方
針
案
に
つ

い
て
、
第
３
四
半
期
決
算
及

び
２５
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
、
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

た
保
団
連
要
求
案
、
法
令
遵

守
委
員
会
立
ち
上
げ
準
備
会

か
ら
委
員
会
規
約
の
提
案
な

ど
、
重
い
議
題
が
提
案
さ
れ

た
。
議
題
数
が
多
か
っ
た
の

で
、
一
つ
一
つ
の
議
題
に
対

し
て
議
論
に
費
や
す
時
間
が

も
う
少
し
あ
れ
ば
良
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。

（
議
長
・
竹
下
○歯
）

事後抄録
　
歯
科
研
究
部
は
４
月
３
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
小
児
の
口

腔
機
能
管
理
／
口
腔
機
能
発
達

不
全
症
の
対
応
」
を
協
会
会
議

室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講

師
は
千
葉
歯
科
医
院
院
長
・
浜

野
美
幸
氏
が
務
め
、
２
１
５
名

が
参
加
し
た
。

　

講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
口
腔
の
変
化
に
気
づ
く

新
た
な
視
点
が
増
え
た
」
と
多

く
の
方
が
書
か
れ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
口
腔
機
能
発
達

不
全
症
は
、
術
者
が
意
識
的
に

「
機
能
を
診
る
」
こ
と
で
不
思講師の浜野氏

議
と
違
う
側
面
が
見
え
て
き
ま

す
。
臨
床
の
新
た
な
喜
び
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。
評
価
に
つ

い
て
は
、
「
形
態
・
機
能
・
心

理
の
３
面
か
ら
多
角
的
に
捉
え

る
こ
と
が
大
事
で
…
」
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
最

初
の
頃
は
心
理
へ
の
配
慮
が
足

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

親
子
が
楽
し
い
と
感
じ
な
け
れ

ば
、
自
ら
取
り
組
む
こ
と
、
継

続
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
特
に
子
ど
も
の

成
育
環
境
は
保
護
者
が
整
備
す

る
の
で
、
保
護
者
の
悩
み
を
聞

い
て
親
支
援
を
す
る
ス
タ
ン
ス

が
大
切
で
し
ょ
う
。
対
応
に
つ

い
て
は
、「
指
摘
と
指
導
は
セ

ッ
ト
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
「
学
校
健
診
で

は
健
診
で
終
わ
っ
て
ま
し
た
が

事
後
が
大
切
と
い
う
こ
と
を
知

小
児
の
口
腔
機
能
管
理

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
の
対
応

浜
野　

美
幸
氏

歯
科
臨
床
研
究
会

り
ま
し
た
」、
「
経
過
観
察
は
見

る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ド
バ
イ

ス
や
訓
練
を
行
う
こ
と
」
と
あ

り
ま
し
た
。
園
や
学
校
の
歯
科

健
診
で
、
歯
列
・
咬
合
の
異
常

が
み
ら
れ
た
時
に
、
矯
正
の
他

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。
口
腔
機
能
の
発
達
を
阻

害
す
る
口
腔
習
癖
に
は
、
誤
っ

た
咀
嚼
・
嚥
下
、
睡
眠
姿
勢
、

日
常
の
お
口
ぽ
か
ん
、
姿
勢
な

ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
指
導
や

支
援
・
適
切
な
運
動
機
能
訓
練

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
は
、

成
果
に
対
す
る
点
数
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
指
導
・
支
援
の
対
価

で
す
。
講
演
で
は
、
口
腔
機
能

を
適
正
に
す
る
こ
と
に
よ
り
不

　
医
療
政
策
研
究
室
は
４
月
７

日
、
第
３
弾
の
医
療
政
策
講
演

会
を
開
催
。
講
師
に
元
朝
日
新

聞
編
集
委
員
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
田
辺
功
氏
を
講
師
に
招

き
、「
こ
こ
を
変
え
た
い
／
日

本
の
医
療
」
を
演
題
に
講
演
い

た
だ
い
た
。
田
辺
氏
は
講
演
で
、

半
世
紀
に
わ
た
る
取
材
活
動
を

概
括
し
、
今
後
に
向
け
た
医
療

改
革
を
提
言
し
た
。
北
海
道
か

ら
宮
崎
ま
で
全
国
か
ら
７３
名
が

参
加
し
、
医
師
は
３８
名
、
歯
科
医

師
１８
名
、
マ
ス
コ
ミ
２
名
だ
っ
た
。

　

田
辺
氏
は
朝
日
新
聞
・
大
阪

本
社
時
代
に
大
阪
協
会
と
と
も

に
開
業
医
宣
言
の
叩
き
台
を
作

成
、
当
協
会
提
唱
の
「
医
療
費

の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』
」

の
発
足
時
に
は
、
全
国
版
で
４０

回
の
連
載
記
事
の
な
か
の
２
回

を
割
い
て
報
じ
る
な
ど
、
協
会
・

保
団
連
と
は
縁
が
古
く
深
い
。

２
０
０
８
年
ま
で
朝
日
新
聞
の

科
学
部
に
４０
年
間
所
属
し
、
編

集
委
員
を
１８
年
勤
め
、
現
在
も

フ
リ
ー
で
活
躍
中
だ
。

　

講
演
で
田
辺
氏
は
、
医
療
報

道
に
も
縄
張
り
が
あ
り
、
医
療

制
度
は
政
治
部
、
薬
・
事
故
・
警

察
・
裁
判
は
社
会
部
、
医
療
内

容
は
科
学
部
、
生
活
・
家
庭
部

が
扱
う
と
紹
介
。
医
療
は
患
者

本
位
が
基
本
で
あ
り
、
自
身
は

記
者
時
代
か
ら
一
貫
し
、「
患

者
の
た
め
の
医
療
の
実
現
」
を

目
標
に
、
①
治
せ
る
医
療
の
紹

介
、
②
患
者
に
役
立
つ
制
度
の

実
現
へ
と
報
道
を
心
が
け
て
き

た
と
強
調
。
そ
の
上
で
、
１６
世

紀
の
フ
ラ
ン
ス
王
室
の
公
式
外

科
医
の
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
パ

レ
が
「
患
者
が
求
め
る
の
は
、

①
病
気
の
治
癒
、
②
症
状
の
改

善
、
③
痛
み
の
軽
減
、
④
癒
し
」

と
説
い
た
話
か
ら
切
り
出
し
た
。

　

前
半
は
１
９
７
４
年
の
母
乳

育
児
促
進
の
運
動
か
ら
２
０
０

講師の田辺氏

７
年
の
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
医
療

危
機
」
ま
で
の
自
身
の
報
道
記

事
を
振
り
返
る
形
で
、
記
者
視

点
か
ら
問
題
提
示
。
連
載
「
日

本
の
医
療 

こ
こ
が
お
か
し
い
」

や
著
書
『
医
療
の
周
辺
そ
の
周

辺
』
、『
ふ
し
ぎ
の
国
の
医
療
』
、

『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
医
療
危
機
』

に
も
触
れ
な
が
ら
、
薬
価
の
歪

み
で
消
え
る
薬
、
生
存
率
に
差

が
あ
る
病
院
の
実
力
、
医
師
の

自
殺
と
医
療
行
政
、
貧
し
い
人

に
冷
た
い
行
政
、
質
を
問
わ
ぬ

診
察
料
、
長
時
間
勤
務
「
ミ
ス

の
原
因
」
、
過
酷
な
救
急
、
医

師
の
暴
言
の
実
相
な
ど
、
数
々

の
医
療
の
不
思
議
と
課
題
を
欧

米
諸
国
と
の
比
較
も
交
え
て
問

題
視
し
て
き
た
こ
と
を
詳
述
。

　

平
均
寿
命
や
健
康
寿
命
な
ど

の
指
標
で
日
本
の
医
療
は
世
界

一
と
い
う
が
、
そ
れ
を
支
え
る

皆
保
険
制
度
は
料
金
以
外
は
無

計
画
・
無
管
理
で
、
内
容
は
病

院
・
医
師
に
丸
投
げ
で
、
品
質

無
視
・
患
者
軽
視
の
面
が
あ
る

と
指
摘
。
日
本
の
医
療
の
欠
点

は
、
①
質
の
軽
視
、
②
「
治
す
」

医
療
の
軽
視
、
③
救
急
の
軽
視

と
、
踏
み
込
ん
だ
。

　

不
採
算
で
消
防
と
同
格
の
救

急
医
療
は
、
「
３０
年
間
一
日
」

の
た
ら
い
回
し
で
あ
り
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
で
１５
分
以
内
診
療
の

ド
イ
ツ
と
の
格
差
や
、
多
剤
服

薬
の
実
態
な
ど
も
突
き
付
け
た
。

半
世
紀
の
取
材
活
動
か
ら

医
療
改
革
を
提
言

元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
・
田
辺
氏

「
治
す
」
医
療
へ
の

期
待
を
力
説

医
療
改
革
の
主
体
は

医
師
・
患
者

　

後
半
は
医
療
の
治
療
内
容
に

関
し
て
も
論
及
。
３
疾
病
で
患

者
の
半
数
を
占
め
る
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
に
関
し
、

賛
否
が
分
か
れ
る
治
療
方
法
も

次
々
と
紹
介
。
う
つ
病
、
精
神

病
、
認
知
症
、
腰
痛
な
ど
も
取

り
上
げ
、
治
す
方
法
へ
の
努
力

の
傾
注
が
よ
り
必
要
で
は
な
い

か
と
問
い
か
け
た
。
自
著
『
お

医
者
さ
ん
も
知
ら
な
い
治
療
法

教
え
ま
す
』
に
も
触
れ
た
。

　

ま
た
日
本
の
医
師
不
足
の
実

相
に
も
迫
っ
た
。
医
師
・
看
護

師
・
栄
養
士
・
職
員
は
人
口
比

で
米
国
よ
り
圧
倒
的
に
少
な
い

が
、
実
は
外
科
医
は
多
い
。
し

か
し
手
術
数
が
少
な
く
、
脳
外

科
の
難
手
術
数
が
ど
れ
も
少
な

い
こ
と
を
も
衝
い
た
。

　

更
に
は
医
師
や
記
者
、
患
者
・

家
族
の
知
識
不
足
や
学
会
・
研

究
者
・
政
府
・
大
企
業
へ
の
過

信
の
弊
害
や
、
不
正
確
な
記
事

の
存
在
、
治
せ
る
病
院
や
医
師

に
辿
り
着
く
難
し
さ
、
医
学
部

教
育
に
必
要
な
こ
と
（
栄
養
・

薬
の
知
識
、
医
の
倫
理
・
目
的
、

患
者
対
話
法
）
な
ど
縦
横
無
尽

に
展
開
し
た
。

　

最
後
に
田
辺
氏
は
、
医
の
倫

理
確
立
や
「
質
」
重
視
の
医
療

へ
の
転
換
へ
向
け
、
①
「
治
す

医
療
・
救
急
重
視
」、
②
「
技

術
や
質
の
チ
ェ
ッ
ク
」
、③
「
診

療
科
ご
と
に
適
切
な
人
員
」
、

④
「
大
学
教
育
・
臨
床
教
育
の

改
善
」
、
⑤
「
薬
の
乱
用
・
多

用
の
回
避
」
、
⑥
「
診
療
報
酬

に
余
裕
」
―
の
６
点
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
医
療
を
変
え
る
主
体

は
政
治
家
や
官
僚
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
医
師
・
患
者
で
あ

る
と
し
、
保
険
医
協
会
・
保
団

連
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

講
演
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
動
画
配
信
中
（kanahoi 

T
V

）
で
誰
で
も
視
聴
で
き
る
。

正
咬
合
が
改
善
す
る
症
例
を
供

覧
し
ま
し
た
が
、
説
明
し
た
よ

う
に
咬
合
改
善
が
目
標
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
人
因
子

も
関
与
す
る
の
で
、
指
導
や
訓

練
だ
け
で
は
口
腔
機
能
発
達
は

改
善
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
で
す
の
で
、
口
腔
機
能
の

発
達
不
全
に
気
付
い
た
場
合

は
、
ぜ
ひ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
食
事
の

姿
勢
の
大
切
さ
を
改
め
て
思
い

起
こ
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。

「
食
べ
る
こ
と
」
に
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
あ
る
歯
科
医
療
関
係

者
は
、食
事
に
も
っ
と
関
わ
り
、

大
切
な
情
報
を
周
知
啓
発
す
る

努
力
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
「
高
齢
者
に
も
必
要
な

こ
と
で
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
生
涯
の
健
康
の
礎
は

小
児
期
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

多
く
の
方
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
協
会

Ｈ ホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

で
動
画
配
信
中
。

医療政策講演会


